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「閉校式（和田中学校）」
 

（関連記事18ページ）

健康だより
　健診（検診）日程・子どもの定期予防接種
国民健康保険・後期高齢者医療短期人間ドック
　受診費用を助成します

中小企業新事業および
　雇用創出支援事業
　

住宅取得奨励金交付制度の改正



2 2014年 4月号

　

中
小
企
業
者
が
行
う
新
た
な
事
業
な
ど

を
支
援
す
る
た
め
、
市
が
認
定
し
た
事
業

の
設
備
費
と
、
新
た
な
労
働
者（
市
民
に
限

る
）の
雇
用
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。　
　

受
付
期
間　

５
月
26
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　

６
月
６
日（
金
）ま
で

対
象
者　

市
内
に
本
店
が
あ
り
、
継
続
的

に
市
内
で
事
業
活
動
を
行
う
法
人
格
を

持
っ
た
中
小
企
業
者
な
ど
。
た
だ
し
、
日

本
標
準
産
業
分
類
に
よ
る「
製
造
業
」の
工

場
お
よ
び「
道
路
貨
物
運
送
業
」の
物
流
施

設
は
本
店
に
限
り
ま
せ
ん
。
企
業
組
合
、

協
同
組
合
、
事
業
協
同
組
合
、
農
事
組
合

法
人
な
ど
も
該
当
に
な
り
ま
す
。

対
象
事
業

①
新
分
野
参
入
支
援
事
業

　

現
在
の
活
動
と
形
態
が
異
な
っ
た
分
野

に
進
出
ま
た
は
転
換
す
る
も
の

②
起
業
家
支
援
事
業

　

新
た
な
法
人
を
設
立
し
、
事
業
を
展
開

し
て
い
く
も
の

③
農
商
工
連
携
支
援
事
業

　

市
内
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
、
事
業

を
展
開
し
て
い
く
も
の

④
業
務
拡
充
支
援
事
業

　

既
存
事
業
の
業
務
を
拡
充
し
、
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る
も
の

⑤
経
営
効
率
化
支
援
事
業

　

既
存
事
業
の
業
務
を
効
率
化
し
、
経
営

改
善
を
図
る
も
の

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
30
％
以
内（
建

物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
に
か
か
っ
た

経
費
の
10
分
の
１
が
補
助
対
象
経
費
）。

補
助
限
度
額　

８
０
０
万
円

※ 

補
助
対
象
経
費
２
０
０
万
円
以
上（
補
助

金
額
60
万
円
以
上
）の
事
業
が
該
当
に
な

り
ま
す
。
複
数
年
計
画
の
設
備
導
入
は
、

初
年
度
の
み
補
助
対
象
で
す
。

※ 

経
営
効
率
化
支
援
事
業
は
、
１
千
万
円

以
上（
補
助
金
額
３
０
０
万
円
以
上
）の

事
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

設
備
整
備
完
了
後
、
市
民
の
雇
用
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

設
備
費
の
補
助
金
額
に
よ
り
、
補
助
対

象
に
な
る
雇
用
者
の
人
数
が
変
わ
り
ま
す
。

新
分
野
へ
の
参
入
や
起
業
に
伴
う
設
備
投
資
・
雇
用
に
対
し
、
最
高
１
８
０
０
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

企
業
の
人
材
育
成
を

支
援
し
ま
す

　

中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
補
助
金

中
小
企
業
新
事
業
お
よ
び
雇
用
創
出
支
援
事
業

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
規
雇
用
の
補
助
金
額

　

労
働
者
１
人
に
つ
き
年
間
60
万
円

補 

助
限
度
額　

　

９
０
０
万
円（
労
働
者
５
人
ま
で
を
３
年

間
助
成
）

配
置
転
換
の
補
助
金
額　

　

労
働
者
１
人
に
つ
き
年
間
１
０
０
万
円

補 

助
限
度
額　

　

１
千
万
円（
労
働
者
５
人
ま
で
を
２
年
間

助
成
）

※ 

新
分
野
参
入
支
援
事
業
の
み
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

事
業
実
施
計
画
承
認
申
請

書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
、
受
付
期
間
内

に
商
工
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類　

事
業
実
施
計
画
書
・
収
支
計

画
書
・
雇
用
計
画
書
・
経
営
計
画
書
・
資

金
計
画
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
・
定
款
・
履

歴
事
項
全
部
証
明
書
・
決
算
書（
写
）・
納

税
証
明
書
・
許
認
可
関
係
書
類（
写
）・
図

面
お
よ
び
見
積
書
・
そ
の
他
事
業
内
容
の

説
明
資
料
な
ど

　

商
工
課　

☎ 

33
―
１
０
９
２

　

市
内
の
中
小
企
業
者
が
技
術
力
や
経
営

力
の
強
化
を
図
る
た
め
の
資
格
取
得
な
ど

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　

市
内
の
中
小
企
業
の
う
ち
、

①
か
ら
③
の
条
件
を
同
時
に
満
た
す
こ
と
。

① 

日
本
産
業
分
類
の
う
ち
建
設
業
、
製
造

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
市
が
指
定
す
る

業
種
で
あ
る
こ
と

② 

市
内
で
１
年
以
上
継
続
し
て
事
業
を
営

ん
で
い
る
こ
と

③ 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

補
助
対
象
経
費
①
か
ら
③
の
条
件
を
同
時

に
満
た
す
こ
と
。

①
自
社
で
研
修
計
画
を
作
成

②
企
業
で
費
用
負
担
し
た
も
の

③
受
講
料
、
検
定
料　

※ 

研
修
受
講
な
ど
に
伴
う
交
通
費
・
宿
泊

費
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

補
助
金
額　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
、

１
事
業
者
あ
た
り
年
間
20
万
円
ま
で
。

　

商
工
課　

☎ 

33
―
１
０
９
２

設
備
費
補
助  

雇
用
補
助  

申
請
方
法  
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資
金
の
融
資
を
受
け
た
中
小
企
業
者
に

対
す
る
利
子
補
給
制
度
が
４
月
１
日
か
ら

次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
中
小
企
業
者

　

市
内
に
地
方
税
法
の
施
行
に
関
す
る
取

扱
い
に
つ
い
て（
市
町
村
税
関
係
）（
平
成

22
年
４
月
１
日
総
税
市
第
16
号
）の
要
件

を
満
た
す
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が
あ

り
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
者
。

利
子
補
給
事
業
の
対
象
と
な
る
資
金

① 

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
に
よ
る
融
資

（
設
備
資
金
に
限
る
。
た
だ
し
マ
ル
経

融
資
を
除
く
。）

② 

㈱
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
に
よ
る
融
資

（
設
備
資
金
に
限
る
。）

※ 

３
月
31
日
以
前
に
支
給
決
定
を
受
け
た

利
子
補
給
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
も

の
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

商
工
課

　
　

 

☎ 

33
―
１
０
９
２

　

県
内
に
事
業
場
を
置
き
、
事
業
場
内
で

最
も
低
い
時
間
給（
時
間
換
算
額
）
が

中
小
企
業
者
に
対
す
る

利
子
補
給
制
度
の
改
正

に
つ
い
て

８
０
０
円
未
満
の
労
働
者
を
使
用
す
る
中

小
企
業
事
業
主
が
、
次
の
①
か
ら
③
を
実

施
し
た
場
合
に
、
業
務
改
善
に
要
し
た
費

用（
10
万
円
以
上
）の
２
分
の
１（
常
時
使

用
す
る
労
働
者
数
が
企
業
全
体
で
30
人
以

下
の
事
業
場
は
４
分
の
３
）を
国
の
予
算

の
範
囲
内
で
助
成
す
る
制
度
で
す
。

（
業
務
改
善
助
成
金
の
上
限
は
１
０
０
万

円
、
下
限
は
５
万
円
で
す
。）

① 

事
業
場
内
最
低
賃
金
を
時
間
給
で
40
円

以
上
引
き
上
げ
る
計
画
を
策
定

② 
労
働
能
率
の
増
進
に
役
立
つ
設
備
・
機

器
の
導
入
、
研
修
な
ど
の
業
務
改
善
、

賃
金
制
度
の
整
備
、
就
業
規
則
の
作

成
・
改
正
な
ど
の
業
務
改
善
計
画
を
策

定
③
賃
金
引
き
上
げ

　

　

千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　

 

☎
０
４
３
―
２
２
１
―
２
３
２
８

業
務
改
善
助
成
金
の

お
知
ら
せ

　

 

― 

中
小
企
業
最
低
賃
金
引
上
げ
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　

 

対
策
費
補
助
金 

―

４
月
１
日
か
ら
、
住
宅
取
得
奨
励
金
交
付
制
度
の

交
付
対
象
者
お
よ
び
対
象
住
宅
が
改
正
さ
れ
ま
す

種別 申請者 業者区分 奨励金額

Ａ 子育て世帯の世帯員
市内業者

７００，０００円

Ｂ 若年者 ５００，０００円

Ｃ 子育て世帯の世帯員または若年者 郡市内業者 ３００，０００円

Ｄ 耐震診断の結果、上部構造の総合評
点が 1.0 未満と診断された住宅を建
て替える者

市内業者 ５００，０００円

Ｅ 郡市内業者 ３００，０００円

※市内業者…市内に本店がある建設業者または販売業者
　郡市内業者…館山市、鴨川市、鋸南町に本店がある建設業者または販売業者
　耐震診断…南房総市木造住宅耐震診断費補助金交付要綱に規定する耐震診断

交
付
対
象
者（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
）

・
子
育
て
世
帯
の
世
帯
員

　

 

満
15
歳
以
下（
※
）の
子
を
持
つ
世
帯

の
世
帯
員

・
若
年
者

　

満
39
歳
以
下（
※
）の
人

・ 

市
が
定
め
る
耐
震
診
断
を
実
施
し
た

住
宅
を
建
て
替
え
る
人（
世
帯
構
成
・

年
齢
は
不
問
）

※ 

申
請
す
る
年
度
の
４
月
１
日
現
在
の

年
齢

交
付
対
象
住
宅　

安
房
郡
市
内
の
業
者

に
よ
り
建
設
、
ま
た
は
販
売
さ
れ
た
住

宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
手
続
き　

平
成
26
年
度
の
制
度
を

利
用
す
る
場
合
は
、
平
成
26
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
27
年
１
月
31
日
ま
で
の
間

に
対
象
住
宅
と
し
て
認
定
を
受
け
、
工

事
完
了（
売
買
に
よ
り
取
得
）後
、
登
記

を
完
了
さ
せ
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
に
、
交
付
決
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

管
理
課

　
　

 

☎ 

33
―
１
１
０
２
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■補助対象団体
▽非営利で、自主的に事業を企画し実施する団体。
▽主となる活動の場が市内にある団体。
▽組織の構成員が５人以上で、その過半数が市内に
　在住・在勤または在学している団体。
▽組織の運営に関する規約などがある団体。
（はじめの一歩コースでは、実績報告までに定めることで可）
■補助対象事業
　市民の福祉向上または公益上必要と認められ、その目的を実現させるための事業。

　これからまちづくりを始めようとする市民団体などの立ち上げを支援するコース
です。
■補助金額　１事業につき５万円以内
■交付回数　１団体につき１回【１回限り】
■補 助 率　10分の10
■条　　件　
　① 今後の活動の参考として、5月10日（土）に開催する「チャレンジコース」の公開プ
レゼンテーションを見学すること。

　②来年4月に実施予定の市民活動報告会で活動の概要を発表すること。
　※ 審査は提案書による書類審査のみですが、審査委員会によるヒアリングを実施
する場合があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　現在取り組んでいるまちづくり活動をさらに充実、発展させたい市民団体などを
３回にわたり支援するコースです。
■補助金額　１事業につき30万円以内
■交付回数　１年度１団体につき１回【３回限り】
■補 助 率　10分の10　
■条　　件　
　①5月10日（土）に開催する公開プレゼンテーションで事業概要を発表すること。
　②事業の中間報告書を提出すること。（内容によってはヒアリングを受けること）
　③来年4月に実施予定の市民活動報告会で活動の成果を発表すること。

団体を提案団体を提案団体を提案団提案団
募　集募　集募　集

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助
金

市
民
の
自
主
的
で
公
益
的
な
活
動
を
応
援
し
ま
す

コースは２種類　提案の相談は事前にご連絡を！

申込方法　提案書を提出することで申し込みとなります。
■ 提出方法　市役所の市民協働課（本庁別館１）へ直接持参して
ください。地域センターなどでは受付できません。
■受付期間　4月30日（水）午後３時まで
■問い合わせ　市民協働課　☎３３－１００５
※ 提案書提出の際に内容を確認し、必要に応じて聞き取りを実
施する場合がありますので、事前予約をお願いします。
　募集要項と提案書は、市民協働課（本庁別館１）にあります。
　市のホームページからもダウンロードできます。

公開プレゼンテーション
日時　５月10日（土）
　　　午後１時から
会場　とみうら元気倶楽部
　　　さざなみホール

公開プレゼンテーション

 はじめの一歩コース

 チャレンジコース



52014年 4月号　

　障害者に対する福祉タクシー料金助成事業と、高齢者に対する高齢者外出支援タクシー利用助成事業、高齢者外
出支援バス利用助成事業を行っています。期限の過ぎたタクシー券、バス券は担当課に返却してください。紛失な
どの理由による再発行はしません。
　※タクシー券とバス券、両方の申請はできません。

障害者や高齢者を対象にタクシー・バス料金を助成します

①タクシー券の利用を希望 ②バス券の利用を希望

次の手帳を持っていますか？
障害者手帳　１・２級
療育手帳　　 、 の１、 の２、
　　　　　　Ａの１、Ａの２

65歳以上で①～④す
・ ・ ・

べてに該当しますか？
①要介護（要支援）認定を受けていない
② 前年度の市町村民税が本人非課税または、運転免許返上
者（運転経歴証明書など所持者）である
③福祉タクシーの助成を受けていない
④高齢者外出支援タクシーの助成を受けていない

福祉タクシー対象者です

高齢者外出支援タクシー
対象者です

対象に該当しません

高齢者外出支援
バス対象者です

対象に該当しま
せん

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

65歳以上で①～④のす
・ ・ ・

べてに該当しますか？
①要介護（要支援）認定を受けていない
② 前年度の市町村民税が本人非課税または、運転免許
返上者（運転経歴証明書など所持者）である
③申請者本人が自家用車を所有していない
　※ 病気などの理由で運転することができない場合は
所有していないものとみなします

④高齢者外出支援バスの助成を受けていない

福祉タクシー 高齢者外出支援タクシー 高齢者外出支援バス

助成額（１回につき） ６７０円 ６７０円 １５０円

交　付　形　態 ・利用券 ・利用券
・利用助成券交付者カード　１枚

申請に必要な物
・印鑑
・身体障害者手帳または療育
手帳

・印鑑
※タクシー券については、申請書に民生委員による確認
項目があります。地区の民生委員に記入を依頼してく
ださい。

申　請　場　所 社会福祉課、市民課、朝夷行
政センター、各地域センター 健康支援課、市民課、朝夷行政センター、各地域センター

問 い 合 わ せ 社会福祉課
☎ 36-1151

健康支援課
☎ 36-1152

交　付　枚　数
（上限枚数）

決定月 4 月から 7月 8月から 11 月 12 月から 3月
枚　数 30 枚（48 枚） 20 枚（32 枚） 10 枚（16 枚）

決定月 4 月から 6月 7月から 9月 10 月から 12 月 1 月から 3月
枚　数 100 枚 75 枚 50 枚 25 枚

申請と受付

交付決定になる月によって、助成券の交付枚数が変わります。
タクシー券

バス券

※ （　）内は腎臓機能障
害1級のみ
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平成26年度
健診（検診）日程

特定健康診査 後期高齢者健康診査 胃がん検診 前立腺がん検診 肝炎ウイルス検診 結核・肺がん検診

対象者
40歳から74歳ま
での南房総市国民
健康保険加入者

後期高齢者医療
制度加入者

４０歳以上の
男女

５０歳以上の
男性 ４０歳の男女 ４０歳以上の

男女

料　金 ６００円 無料 １，０００円 ４００円 ５００円 無料
富　浦 とみうら元気倶楽部 　9／9（火）・10（水）・11（木）・12（金）
富　山 富山ふれあいスポーツセンター 　9／22（月）・24（水）・25（木）・26（金）
三　芳 三芳保健福祉センター 10／8（水）・9（木）・10（金）・12（日）
白　浜 白浜フローラルホール 　9／2（火）・3（水）・4（木）・5（金）
千　倉 千倉保健センター 　8／21（木）・22（金）・26（火）・27（水）・28（木）・29（金）
丸　山 丸山公民館および丸山児童体育館 　9／30（火）・10/1（水）・2（木）・3（金）
和　田 和田地域福祉センターやすらぎ 　9／16（火）・17（水）・18（木）・19（金）

大腸がん検診 骨粗しょう症検診 子宮頸がん検診 乳がん検診 成人歯科
検診

生活習慣病
予防健診車（集団）検診 施設検診 エコー マンモグラフィ

対象者 ４０歳以上の
男女

35･40･45・50・
55・60・65・
70歳の女性

２０歳以上の女性 ３０～４９歳
までの女性

５０歳以上
の女性

４０・５０・
６０・７０
歳の男女

３５～３９歳
までの男女

料　金 ３００円 ３００円

頸部のみ
８００円

頸部のみ
１，４００円 ７００円 ９００円 ８００円 １，５００円

頸体部
１，５００円

頸体部
２，５００円

富　浦 ７／　３（木）
　　　７（月）

大
腸
が
ん
検
診
の
容
器
回
収
会
場
を
数
か
所
に
設
置
し
ま
す

とみうら元気倶楽部 事
前
に
申
し
込
ん
だ
医
療
機
関

事
前
に
申
し
込
ん
だ
医
療
機
関

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

１０／３０（木）
午前

６／２６（木）
午前

富　山 ６／１２（木）
　　１６（月）

富山ふれあいスポーツセンター
１０／３０（木）

午後
６／１７（火）
午後

三　芳 ７／　８（火）
　　　９（水）

三芳保健福祉センター
１０／３１（金）

午前
６／１７（火）
午前

白　浜 ６／１９（木）
　　２３（月）

白浜保健福祉センター 白浜自然休養村管理センター ・
青
木
医
院　
　

  

・
貴
家
医
院

・
勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク 

・
清
川
医
院

・
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

・
フ
ァ
ミ
ー
ル
産
院

・
亀
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
館
山

・
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

・
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
館
山
病
院

１０／２９（水）
午後

６／２４（火）
午後

千　倉
６／　９（月）
　　１０（火）
　　１１（水）

千倉保健センター
１０／２８（火）
午前・午後

６／２４（火）
午前

丸　山 ７／　１（火）
　　　２（水）

丸山公民館 丸山体育館
１０／２９（水）

午前
６／１８（水）
午前

和　田 ６／２５（水）
　　３０（月）

和田地域福祉センターやすらぎ 6/2（月）
～

2/28（土）

6/2（月）
～

1/31（土）

11/1（土）
～

12/27（土）
10/7（火）１０／３１（金）

午後
６／１８（水）
午後

総合検診（集団検診）

各種健診（検診）

※結核・肺がん検診は、検診車が地区内の集会場などを回ります。
※特定健康診査および後期高齢者健康診査は施設健診も予定しています。

１　年齢は、平成２７年３月３１日時点の年齢です。
２　検診を申し込んだ人には、検診時期が近くなりましたら検診案内（受診票など）を送ります。
３　乳がん検診、子宮頸

けい

がん検診（施設）は、医療機関によって検診期間が変更になる場合があります。
４　次の人は健康支援課に連絡してください。
　　（１） がん検診、肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診、成人歯科検診、生活習慣病予防健診を希望する人で、申し込みを

していない人。
　　（２）子宮頸

けい

がん・乳がん検診の医療機関を変更したい人、子宮頸
けい

がん検診の車（集団）検診と施設検診を変更したい人。
　　（３）生活保護を受給している４０歳以上の人で、健康診査（血液検査など）を希望する人。
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平成26年度子どもの定期予防接種

・ 4種混合、3種混合の1期の接種間隔が20日以上となり、56日を超えても定期接種となりました。ただし、望ましい間隔は、
今までと同じ20日以上 56日までの間隔です。
・ 日本脳炎の初回接種の接種間隔が6日以上となり、28日を超えても定期接種となりました。ただし、望ましい間隔は、今まで
と同じ6日以上 28日までの間隔です。また、追加接種については、初回接種終了後6か月以上の間隔となりました。ただし、
望ましいのはおおむね1年の間隔です。
・ ヒブの初回接種は、生後12か月に至るまでの間に27日（医師が認めるときは20日）以上の間隔で、初回接種開始が生後2
か月から生後7か月の場合3回、生後7か月から生後12か月の場合2回となりました。ただし、望ましい間隔は、今までと同
じ27日以上 56日までの間隔です。また、追加接種は初回接種終了後7か月以上の間隔をおいて1回。望ましいのは初回接種
終了後7か月～13か月の間隔。また初回接種開始時に生後2か月～生後12か月の者が初回接種を終了せずに生後12か月を
超えた場合は、初回接種終了後27日以上の間隔をおいて1回。
・ 小児用肺炎球菌の初回接種開始が生後2か月～生後12か月の場合、初回接種を期限内に終了せずに追加接種を行うと免疫が
不十分になる可能性があるため、期限を生後12か月ないし生後13か月までを生後24か月までに延長になりました。また、初
回接種の開始年齢が生後2か月～生後7か月の場合、初回の2回目が生後12か月を超えた場合は3回目は実施しません。
　
◎ 今まで定期接種の範囲内であっても、接種間隔を超えると健康被害の救済が任意扱いになっていましたが、今後は定期接種扱
いになります。

　定期接種の対象年齢内で、予診票がなく接種を希望する場合は、健康支援課まで連絡してください。また、転入した人はお子
さんの予防接種歴を連絡してください。定期接種は市が実施する医療機関での個別接種です。

接種間隔の上限がなくなりました（定期接種の対象年齢の範囲内）

（※１）初めて接種を受けた月年齢により回数が違います。
（※２） 平成 24 年 11 月から三種混合とポリオを併せた四種混合を実施しています。（四種混合の通知は平成 24 年７月生

まれ以降）三種混合またはポリオを１回でも接種した場合は、原則三種混合とポリオで接種を受けます。
（※３） 平成 24 年９月からポリオ予防接種は生ワクチン（経口）から不活化ワクチン（注射）へ変更になっています。生

ワクチンを１回実施した場合は、不活化ワクチンを３回接種します。
（※４） 平成 25 年６月から積極的勧奨を差し控えています。定期接種ではありますが、有効性と副作用を理解したうえで

接種を受けるようにしてください。(リーフレットがあります )
【接種を受けるにあたって】
　１　予約して接種を受けましょう。市の予診票と母子健康手帳（13歳未満）を持参しましょう。
　２ 　長期にわたる疾患で定期接種を受けられなかった場合、接種対象年齢を過ぎても定期接種が実施できるようになり
ました。健康支援課に相談してください。（一部年齢制限があります）

予防接種名 市が実施する接種対象年齢 定期接種の対象年齢 接種回数 通知の時期

ヒブ ( ※１） 生後２か月～５歳未満 生後２か月～５歳未満 １～４回 生後１か月

小児用肺炎球菌 ( ※１） 生後２か月～５歳未満 生後２か月～５歳未満 １～４回 生後１か月

４種混合 ( ジフテリア・百日
せき・破傷風・ポリオ ) 生後３か月～７歳６か月未満 生後３か月～７歳６か月未満 ４回 生後１か月

３種混合 ( ジフテリア・百日
せき・破傷風 ) ( ※２） 生後３か月～７歳６か月未満 生後３か月～７歳６か月未満 ４回 通知済み

ポリオ　( ※２、※３) 生後３か月～７歳６か月未満 生後３か月～７歳６か月未満 ４回 通知済み

ＢＣＧ 生後５か月～８か月未満 １歳未満 １回 生後１か月

麻しん
風しん
混合

１期 １歳～２歳未満 １歳～２歳未満 １回 生後１１か月

２期 
小学校就学前１年間 小学校就学前１年間

１回 平成２６年３月末

日本脳炎

１期 ３歳～７歳６か月未満 ６か月～７歳６か月未満 ３回 ２歳１１か月

２期 現在該当なし ９歳～１０歳未満 １回 今年度はなし

特例
対象者

２０歳未満 ２０歳未満
１期３回、
２期１回の
うち未接種
の回数

１期：通知済み
２期：高校３年生
相当は平成２６年
４月頃

２種混合 ( ジフテリア・破傷
風 )

小学校６年生 １１歳～１３歳未満
１回 平成２６年３月末

子宮頸がん予防 ( ※４) 小学校６年生～高校１年生
相当の女子

小学校６年生～高校１年生
相当の女子 ３回 希望者へ随時

平成20年4月2日～平成21年4月1日生まれ

平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生まれ

平成７年４月２日～平成１９年４月１日生まれ 平成8年４月２日～
平成９年４月１日生まれ
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税
を
除
き
50
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・ 

国
、
県
ま
た
は
市
の
制
度
に
よ
る
ほ
か
の

補
助
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

・ 

奨
励
金
の
申
請
を
し
た
日
の
属
す
る
年
度

の
３
月
31
日
ま
で
に
改
修
工
事
が
完
了
す

る
こ
と
。

　

 

企
画
政
策
課　

☎
33
―
１
０
０
１

空
き
家
バ
ン
ク
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.akiya-navi.com
/m
inam
iboso_

akiya_bank/

　

市
内
で
新
た
に
農
業
を
始
め
る
人
、
就
農

に
向
け
て
農
業
研
修
を
受
け
る
人
、
農
業
研

修
を
実
施
す
る
農
業
者
な
ど
を
支
援
す
る
た

め
、
助
成
を
行
い
ま
す
。

経
営
自
立
安
定
支
援
事
業

●
事
業
内
容

　

地
域
農
業
の
中
心
的
な
農
業
者
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
営
農
す
る
新
規
就
農
者
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

●
対
象
者

　

概
ね
55
歳
以
下
で
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

　

移
住
・
定
住
対
策
の
一
環
で
、
市
内
の
空

き
家
の
有
効
活
用
を
通
し
て
、
市
へ
の
移
住

定
住
希
望
者
と
の
橋
渡
し
を
行
い
、
定
住
促

進
を
図
る
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

南
房
総
に
住
み
た
い
と
い
う
人
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
多
い「
空
き
家
」の
情
報
提
供
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
住
ん
で
い
な
い
住
宅
、
ま
た
、
近

く
住
ま
な
く
な
る
予
定
の
住
宅
を
売
り
た

い
、
貸
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、「
空
き

家
バ
ン
ク
」に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
た

だ
し
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
賃
貸
、
分
譲
な

ど
を
目
的
と
す
る
物
件
は
除
き
ま
す
。

　

申
込
用
紙
な
ど
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す
る
か
企
画
政
策
課
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
の
あ
っ
た
建
物
は
、
後
日
調
査

し
て
基
準
に
適
合
す
る
場
合
に「
空
き
家
バ

ン
ク
」の
物
件
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
る
と
、
空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
移
住
定
住
希
望
者
に
情
報
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
（
登
録
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

空
き
家
を
利
用
し
た
い（
住
み
た
い
）人
も

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
が
必
要
で
す
。

貸
し
物
件
の
所
有
者
に

空
き
家
利
用
促
進
奨
励
金

　

空
き
家
所
有
者
の
空
き
家
改
修
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
移
住
定
住
希
望
者
と
賃
貸

借
契
約
が
成
立
し
た
所
有
者
が
空
き
家
を
改

修
す
る
場
合
、
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

の
補
助
を
し
ま
す（
上
限
額
２
０
０
万
円
）。

　

改
修
工
事
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
協
議
会
の

業
者（
職
人
）会
員
が
行
い
ま
す
。

　

改
修
し
た
空
き
家
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

10
年
間
登
録
さ
れ
、
移
住
定
住
者
用
の
住
宅

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。

対
象
事
業

・ 

住
宅
の
機
能
向
上
の
た
め
に
行
う
改
修

で
、
市
で
定
め
る
工
事
内
容
・
単
価
の
範

囲
内
の
額
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

・ 

改
修
工
事
が
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

就
農
後
３
年
以
内
で
、
今
後
５
年
以
上
市
内

で
営
農
お
よ
び
居
住
す
る
人

●
補
助
額

就
農
後
３
年
の
間
で
次
の
と
お
り

【
非
農
家
出
身
者
】

・
交
付
１
年
目

　

１
人
に
つ
き
５
万
円
／
月

・
交
付
２
年
目

　

１
人
に
つ
き
３
万
円
／
月

【
農
家
出
身
者
】最
長
１
年

　

１
人
に
つ
き
３
万
円
／
月

就
農
研
修
支
援
事
業

●
事
業
内
容

　

① 

千
葉
県
安
房
農
業
事
務
所
が
実
施
す

る
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講

者
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

　

② 

市
長
が
認
定
し
た
市
内
の
研
修
機
関
に

お
い
て
６
か
月
以
上
の
研
修
を
受
け
る

人
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

●
対
象
者

　

① 

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
地
域
の
中
心
的

な
農
業
者
を
目
指
し
、
農
業
経
営
体

育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る
人

　

② 

原
則
55
歳
以
下
で
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
研
修
終
了
後
１
年
以
内
に
市
内
で

営
農
ま
た
は
雇
用
就
農
を
開
始
す
る

人

空
き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か

〜
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
を
〜

新
た
に
農
業
を
始
め
る

人
な
ど
を

応
援
し
ま
す
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●
補
助
額

　

①
１
人
に
つ
き
５
万
円
／
年

　
　

最
長
３
年

　

②
１
人
に
つ
き
５
万
円
／
月

　
　

最
長
２
年

研
修
生
受
入
支
援
事
業

●
事
業
内
容

　

６
か
月
以
上
か
つ
月
間
１
０
０
時
間
以
上

の
研
修
期
間
を
設
け
て
、
研
修
生
が
就
農
に

必
要
と
な
る
農
業
技
術
な
ど
を
教
え
る
農
業

者
な
ど
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

●
対
象
者

　

指
導
農
業
士
、
農
業
士
、
認
定
農
業
者
、

農
業
生
産
法
人
ま
た
は
３
戸
以
上
の
農
家
の

集
合
体
で
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
も
の

（
研
修
機
関
と
し
て
事
前
に
市
長
の
認
定
を

受
け
て
も
ら
い
ま
す
。）

●
補
助
額

　

研
修
生
１
人
に
つ
き
３
万
円
／
月

　

同
一
研
修
生
に
つ
き
最
長
２
年

　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
地
域
資
源
再

生
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
資
源
再
生
課

　
　

☎
33
―
１
０
７
３

　

希
望
す
る
検
査
医
療
機
関
に
予
約
し
、
検

査
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い（
ド
ッ
ク
受
診
後
の
申
請
は
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
）。
助
成
額
は
、
検
査
費
用
の
７

割
で
す
が
、
上
限
は
５
万
円
で
す
。
ド
ッ
ク

受
診
後
に
領
収
書
、
検
査
結
果
、
必
要
書
類

を
添
付
し
、
請
求
と
な
り
ま
す
。
ド
ッ
ク
の

申
請
お
よ
び
請
求
書
な
ど
の
提
出
は
、
保
険

年
金
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

対
象
者

　

市
の
国
民
健
康
保
険
に
１
年
以
上
継
続
し

て
加
入
し
て
い
る
35
歳
以
上
の
人
で
、
世
帯

に
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
人

注
意
事
項　

・ 

特
定
健
康
診
査
項
目
は
必
ず
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
検
査
内
容
に
不
足
が
あ
る
と
、

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・ 

市
が
実
施
す
る
特
定
健
診
を
受
診
し
た
場

合
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・ 

脳
ド
ッ
ク
の
み
受
診
す
る
場
合
は
、
市
が

実
施
す
る
特
定
健
診
ま
た
は
、
そ
れ
に
相

当
す
る
検
査
を
受
診
し
、
結
果
を
報
告
す

る
こ
と
が
助
成
の
条
件
で
す
。

対
象
者

　

市
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納

が
な
い
人

注
意
事
項

・ 

市
が
実
施
す
る
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

を
受
診
す
る
場
合
は
、
脳
ド
ッ
ク
の
み
助

成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

・ 

特
定
健
康
診
査
と
し
て
、
総
合
検
診（
集

団
健
診
）・
施
設
健
診
を
実
施
し
、
後
期

高
齢
者
健
康
診
査
と
し
て
総
合
検
診（
集

団
健
診
）・
施
設
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
あ
た
り
の
年
度
内
の
受
診
す

る
機
会
は
一
度
だ
け
で
、
総
合
検
診
・
施

設
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
の
重
複
は
で
き
ま

せ
ん
。

・ 

平
成
24
年
度
の
特
定
健
康
診
査
受
診
率

は
、
38
・
９
％
で
し
た
。

　

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に
よ
り
、

平
成
29
年
度
に
は
受
診
率
が
60
％
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
医
療
機
関
で
治
療
さ
れ
て
い
る
人
で

も
病
院
で
検
査
し
た
血
液
デ
ー
タ
な
ど（
特

定
健
康
診
査
項
目
）を
市
へ
報
告
す
る
こ
と

で
、
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
年
金
課　

☎
33
―
１
０
６
０

　

健
康
維
持
の
た
め
に
医
療
機
関
に
か
か
る

こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
医
療
費
の
支

出
は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
す
。
重
複
受
診

や
頻
回
受
診
を
や
め
る
な
ど
、
上
手
に
医
療

機
関
に
か
か
っ
て
医
療
費
の
節
約
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
※
）を
使
用
す
れ

ば
医
療
費
、
患
者
自
身
の
負
担
金
が
節
約
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
※
）新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
終
了
後
に

製
造
さ
れ
た
同
等
の
効
果
の
あ
る
医
薬
品
で

す
。

　

保
険
年
金
課　

☎
33
―
１
０
６
０

 

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

 

そ
の
他

医
療
費
節
約
の
た
め
に

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

短
期
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
を
助
成
し
ま
す
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ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・ 

扶
養
人
数
が
４
人
以
上
の
場
合
は
１
人

増
え
る
ご
と
に
、
38
万
円
ず
つ
加
算
し

て
く
だ
さ
い
。

・ 

こ
の
限
度
額
は
社
会
・
生
命
保
険
料
相

当
額（
８
万
円
一
律
控
除
）を
あ
ら
か
じ

め
加
算
し
た
金
額
で
す
。

・ 

未
申
告
者
に
つ
い
て
は
、
申
告
後
の
交

付
に
な
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
課　

　
　

 

☎
36
―
１
１
５
３

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
が
、
４
月
分

か
ら
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
後
の
支
給
額（
月
額
）

・ 

全
部
支
給　

４
万
１
０
２
０
円

・ 

一
部
支
給　

９
６
８
０
円
か
ら

　
　
　
　
　
　

４
万
１
０
１
０
円

※ 

子
の
加
算
額（
第
２
子　

５
０
０
０
円
、

第
３
子
以
降　

３
０
０
０
円
）に
つ
い

て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 
支
給
額
は
、
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の

変
動
に
よ
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
課　

　
　

 

☎
36
―
１
１
５
３

養
親
族　

１
人
に
つ
き
６
万
円

・ 

雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
・
小
規
模
企

業
共
済
等
掛
金
控
除
は
控
除
相
当
額

・ 

障
害
者
控
除　

１
人
に
つ
き
27
万
円

 

特
別
障
害
者
控
除　

１
人
に
つ
き
40
万
円

・ 

特
別
寡
婦
控
除　

35
万
円

・ 
寡
婦（
夫
）控
除
・
勤
労
学
生
控
除　

27
万
円

・ 
基
本
的
に
は
所
得
額
で
助
成
対
象
か
判

断
し
ま
す
。
収
入
額
は
目
安
で
す
の
で

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
児
童
手
当

に
準
拠
し
た
所
得
制
限
を
導
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
税
法
に
よ
る
※
平
成
25
年
中
の
所

得
額
が
、
次
表
の「
所
得
制
限
限
度
額
」を

超
過
す
る
人
は
、
平
成
26
年
８
月
１
日
か

ら
の
受
給
券
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

受
給
券
交
付
後
に
、
市
町
村
民
税
額

や
、
所
得
額
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
受
給
資
格
や
自
己
負
担
額
が
変
更
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
25
年
中
の
所
得
額
と
は

① 

給
与
所
得
の
人
は
、
給
与
所
得
控
除
後

の
金
額
、
事
業
所
得
の
人
は
、
必
要
経

費
を
差
し
引
い
た
金
額
が
基
本
と
な
り

ま
す
。

② 

扶
養
人
数
は
、
課
税
年
度
前
年
の
12
月

31
日
現
在
の
数
で
す
。

③ 

申
請
者（
両
親
と
も
に
所
得
が
あ
る
場

合
は
所
得
の
高
い
方
）の
所
得
で
判
断

し
ま
す
。

④ 

該
当
が
あ
る
場
合
は
、
次
の
控
除
額
を

差
し
引
い
た
金
額
で
す
。

・ 

老
人
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
老
人
扶

８
月
１
日
か
ら
市
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
に
所
得
制
限
を
導
入
し
ま
す

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
支
給
額

が
、
４
月
分
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

改
定
後
の
支
給
額（
月
額
）

・ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

　
　
　
　
　

４
万
９
９
０
０
円

・ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級

　
　
　
　
　

３
万
３
２
３
０
円

・ 

特
別
障
害
者
手
当

　
　
　
　
　

２
万
６
０
０
０
円

・ 

障
害
児
福
祉
手
当

　
　
　
　
　

１
万
４
１
４
０
円

・ 

経
過
的
福
祉
手
当

　
　
　
　
　

１
万
４
１
４
０
円

※ 

支
給
額
は
、
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の

変
動
に
よ
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
課　

　
　

 

☎
36
―
１
１
５
１

所得制限限度額表

扶養親族等の数 所得制限限度額
（万円）

収入額の目安
(万円 )

０人 622.0 833.3

1 人 660.0 875.6

２人 698.0 917.8

３人 736.0 960.0

４人 774.0 1002.1

５人 812.0 1042.1

児
童
扶
養
手
当
の

支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

　

支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
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４
月
か
ら
の
消
費
税
率
８
％
へ
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
人
や
子
育
て

世
帯
へ
の
負
担
の
影
響
を
考
慮
し
、
臨
時

的
な
給
付
措
置
を
行
い
ま
す
。
臨
時
福
祉

給
付
金
の
対
象
者
は
、
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
支
給
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

各
給
付
金
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

（「
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」参
考
）

※ 

現
在
、
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
支
給
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
申
請
方
法
や
給

付
時
期
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
、
広

報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金（
簡
素
な
給
付
措
置
）

対
象
者

　

平
成
26
年
度
分
市
民
税（
均
等
割
）が
課

税
さ
れ
な
い
人

※ 

た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
人

が
課
税
さ
れ
る
場
合
や
、
生
活
保
護
制

度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な

ど
は
対
象
外
で
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金（
簡
素
な
給
付
措
置
）お
よ
び
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

給
付
額　

　

１
人
に
つ
き
１
万
円

　

支
給
対
象
者
の
中
で
次
に
該
当
す
る
人

は
、
５
千
円
を
加
算（
複
数
該
当
で
も
上

限
は
５
千
円
）

・ 
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
者
な
ど

・ 

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
な

ど
の
受
給
者
な
ど 

申
請
先

　

基
準
日（
平
成
26
年
１
月
１
日
）に
住
民

登
録
の
あ
る
市
町
村

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金 

対
象
者

　

基
準
日（
平
成
26
年
１
月
１
日
）に
お
け

る
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当（
特
例

給
付
を
含
む
）の
受
給
者
で
あ
っ
て
、
そ

の
平
成
25
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所

得
制
限
額
に
満
た
な
い
人

対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月
分
の
児

童
手
当（
特
例
給
付
を
含
む
）の
対
象
と
な

る
児
童

　

た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金（
簡
素
な

給
付
措
置
）の
対
象
者
お
よ
び
生
活
保
護

制
度
の
被
保
護
者
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

給
付
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

申
請
先

　

基
準
日（
平
成
26
年
１
月
１
日
）に
、
住

民
登
録
の
あ
る
市
町
村

▼
厚
生
労
働
省
の
相
談
窓
口

　

☎
０
５
７
０
―
０
３
７
―
１
９
２

▼
社
会
福
祉
課
給
付
金
担
当

　

☎
33
―
４
６
３
３

　

市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀

行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払

機
）の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
、「
臨
時

福
祉
給
付
金
」、「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数
料

な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
、
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人
か

ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
絶

対
に
で
き
ま
せ
ん
。  

　

自
宅
や
職
場
な
ど
に
臨
時
福
祉
給
付
金

な
ど
に
関
す
る
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場

合
は
館
山
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

館
山
警
察
署

　
　

☎
23
―
０
１
１
０

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
詐
欺
に
ご
注
意
！



12 2014年 4月号

３
３
２
８
万
円

・
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
担
金

１
５
８
０
万
円

　　

行
革
財
政
課　

☎
33
―
１
０
２
２

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
２
２

１
億
４
２
０
０
万
円
で
す
。

　

主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
日
発

行
予
定
の「
こ
と
し
の
予
算
」に
掲
載
し
ま

す
。

　

平
成
26
年
度
よ
り
消
費
税
の
引
き
上
げ

に
よ
る
増
収
分
に
つ
い
て
は
、
市
へ
社
会

保
障
財
源
化
分
交
付
金
と
し
て
交
付
さ

れ
、
そ
の
全
額
は
社
会
福
祉
、
社
会
保

険
、
保
健
衛
生
な
ど
の
社
会
保
障
費
の
財

源
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　　

行
革
財
政
課　

☎
33
―
１
０
２
２

　　

補
正
予
算
第
８
号
・
第
９
号
が
、
議
会

３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算

総
額
は
、
２
３
２
億
７
４
６
６
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

主
な
内
容

第
８
号（
16
億
２
９
２
３
万
円
）

・
消
防
団
員
費
用
弁
償１

５
３
１
万
８
千
円

・
住
宅
取
得
奨
励
補
助
金

１
４
５
０
万
円

・
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
経
費

６
９
８
万
３
千
円

・
子
育
て
支
援
制
度
シ
ス
テ
ム
改
修

３
２
４
万
円

　

そ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
会
計
へ
の
繰
出

金
の
追
加
、
基
金
へ
の
積
立
の
追
加
、
起

債
繰
上
償
還
に
よ
る
追
加
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

第
９
号（
２
億
５
４
４
７
万
２
千
円
）

・ 
ト
ン
ネ
ル
点
検
、
橋
り
ょ
う
補
修
な
ど

の
道
路
維
持
経
費

１
億
７
０
０
万
円

・ 

富
山
、
白
浜
、
和
田
小
学
校
体
育
館
耐

震
化
対
策
工
事１

億
１
２
６
１
万
２
千
円

・
富
浦
中
学
校
校
舎
外
壁
等
改
修
工
事

　

市
の
建
設
工
事
、
業
務
委
託
、
物
品
の

購
入
な
ど
の
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、「
南

房
総
市
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
」に
登
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

南
房
総
市
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
随
時
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
方
法「
ち
ば
電

子
調
達
シ
ス
テ
ム
」

か
ら
電
子
申
請
を
行

い
、
添
付
書
類
を
添

え
て
申
請
書
を
千
葉

県
電
子
自
治
体
共
同

運
営
協
議
会
の
共
同

受
付
窓
口
へ
郵
送
し

ま
す
。

　

申
請
方
法
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
疑
問

点
や
質
問
は
、
行
革

財
政
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
・
27
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

随
時
受
付

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
８
号
・
第
９
号
）が

可
決
さ
れ
ま
し
た

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

書
類
提
出
先　

共
同
受
付
窓
口 

〒
２
６
０
―
０
８
５
５ 

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
番
１
号

千
葉
県
庁
南
庁
舎
２
階

千
葉
県
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会

名
簿
有
効
期
間

名
簿
登
載
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で　

　　

行
革
財
政
課　

☎ 

33
―
１
０
２
２

申請受付期間 名簿登載予定日

平成26年 4月16日から 平成26年 5月15日まで 平成26年 7月1日

平成26年 5月16日から 平成26年 6月13日まで 平成26年 8月1日

平成26年 6月16日から 平成26年 7月15日まで 平成26年 9月1日

平成26年 7月16日から 平成26年 8月15日まで 平成26年 10月1日

平成26年 8月18日から 平成26年 9月12日まで 平成26年 11月1日

平成26年 9月16日から 平成26年 10月15日まで 平成26年 12月1日

平成26年 10月16日から 平成26年 11月14日まで 平成27年 1月1日

平成26年 11月17日から 平成26年 12月15日まで 平成27年 2月1日

平成26年 12月16日から 平成27年 1月15日まで 平成27年 3月1日

平成27年 1月16日から 平成27年 2月13日まで 平成27年 4月1日

平成27年 2月16日から 平成27年 3月13日まで 平成27年 5月1日

平成27年 3月16日から 平成27年 3月31日まで 平成27年 6月1日



132014年 4月号　

【
部
長
職
】

▽
総
務
部
長　

福
原
孝
雄（
会
計
管
理
者
）▽

企
画
部
長　

加
藤
正
直（
企
画
部
市
民
協
働
課

長
）▽
保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長　

佐

藤
俊
一（
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
）▽
商

工
観
光
部
長　

加
藤
博
和（
商
工
観
光
部
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長
）▽
建
設
環
境
部
長

御
子
神
茂（
建
設
環
境
部
建
設
課
長
）▽
水
道

局
長　

保
田
憲
一（
企
画
部
情
報
推
進
課
長
）

【
課
長
職
】

▼
総
務
部

▽
総
務
課
長
併
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

川
﨑
浩（
保
健
福
祉
部
健
康
支
援
課
長
）▽
秘

書
広
報
課
長　

石
井
宏
昌（
秘
書
課
長
）▽
行

革
財
政
課
長　

朝
倉
和
利（
財
政
課
長
）

▼
企
画
部

▽
企
画
政
策
課
長　

石
井
喜
弘（
企
画
政
策
課

課
長
補
佐
）▽
市
民
協
働
課
長　

御
子
神
善
彦

（
市
民
生
活
部
市
民
課
三
芳
地
域
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
三
芳
協
働
推
進

室
長
）▽
情
報
推
進
課
長　

福
原
正
和（
商
工

観
光
部
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
副
主
幹
）

▼
保
健
福
祉
部

▽
社
会
福
祉
課
長　

加
瀬
浩
一（
市
民
生
活
部

市
民
課
白
浜
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
企
画
部

市
民
協
働
課
白
浜
協
働
推
進
室
長
）▽
健
康
支

援
課
長　

内
藤
一
浩（
商
工
観
光
部
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
課
副
主
幹
）

▼
市
民
生
活
部

▽
市
民
課
富
山
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
企
画

部
市
民
協
働
課
富
山
協
働
推
進
室
長　

渡
邊

惠
一（
建
設
環
境
部
環
境
保
全
課
長
）▽
市
民

課
三
芳
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
企
画
部
市
民

協
働
課
三
芳
協
働
推
進
室
長　

斉
藤
和
幸（
選

挙
管
理
委
員
会
書
記
長
補
佐
併
総
務
部
総
務

課
副
主
幹
）▽
市
民
課
白
浜
地
域
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
白
浜
協
働
推
進
室

長　

荒
井
ま
さ
江（
教
育
委
員
会
子
ど
も
教
育

課
課
長
補
佐
）▽
市
民
課
丸
山
地
域
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
丸
山
協
働
推
進

室
長　

西
田
一
郎（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

千
倉
総
合
運
動
公
園
所
長
）▽
市
民
課
和
田
地

域
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
和

田
協
働
推
進
室
長　

石
田
靖（
保
健
福
祉
部
社

会
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
係
長
）▽
保
険
年
金
課

長　

石
井
克
己（
建
設
環
境
部
環
境
保
全
課
千

倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
農
林
水
産
部

▽
農
林
水
産
課
主
幹
兼
課
長
補
佐　

渡
邊
昭

彦（
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
）

▼
商
工
観
光
部

▽
商
工
課
長　

山
岸
義
男（
市
民
生
活
部
市
民

課
丸
山
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
企
画
部
市
民

協
働
課
丸
山
協
働
推
進
室
長
）▽
観
光
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
課
長　

山
口
幸
弘（
企
画
部
企
画
政

策
課
長
）

▼
建
設
環
境
部

▽
建
設
課
長　

川
上
勝
喜（
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
室
長
）▽
環
境
保

全
課
長　

平
栁
勝
彦（
環
境
保
全
課
千
倉
衛
生

セ
ン
タ
ー
所
長
）▽
環
境
保
全
課
千
倉
清
掃
セ

ン
タ
ー
所
長　

山
口
正
明（
市
民
生
活
部
税
務

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
係
長
）▽
環
境
保
全
課

千
倉
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長　

飯
田
真
巳（
議
会

事
務
局
次
長
）

▼
富
山
国
保
病
院

▽
事
務
長　

長
居
俊
孝（
教
育
委
員
会
学
校
再

編
推
進
課
長
）

▼
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

▽
所
長　

栗
原
勝
美（
企
画
部
市
民
協
働
課
千

倉
協
働
推
進
室
長
兼
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
主

幹
）▽
主
幹
兼
副
所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課

千
倉
協
働
推
進
室
長　

長
谷
川
政
義（
教
育
委

員
会
教
育
総
務
課
主
幹
兼
係
長
兼
内
房
・
朝

夷
・
丸
山
・
和
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
会
計
管
理
者

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

和
泉
澤
忠
信

（
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主
幹
）

▼
議
会
事
務
局

▽
次
長　

鈴
木
弘
和（
商
工
観
光
部
商
工
観
光

課
長
）

▼
監
査
委
員
事
務
局

▽
事
務
局
長　

西
宮
恒
夫（
総
務
部
総
務
課
長

併
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
参
事　

庄
司
友
之（
千
葉
県
）▽
教
育
総
務

課
長　

宇
治
原
洋
一（
生
涯
学
習
課
長
）▽
教

育
総
務
課
施
設
整
備
室
長　

川
名
勝
徳（
教
育

総
務
課
課
長
補
佐
）▽
子
ど
も
教
育
課
主
任
指

導
主
事
兼
係
長　

森
田
典
子（
千
葉
県
）▽
子

ど
も
教
育
課
三
芳
子
ど
も
園
長
兼
三
芳
保
育

所
長
兼
三
芳
幼
稚
園
長　

佐
野
清（
千
葉
県
）

▽
子
ど
も
教
育
課
千
倉
幼
稚
園
長　

黒
川
健

二（
子
ど
も
教
育
課
主
任
指
導
主
事
兼
丸
山
保

育
所
長
）▽
学
校
再
編
推
進
課
長　

奥
澤
基
一

（
農
林
水
産
部
地
域
資
源
再
生
課
農
業
支
援

室
長
）▽
生
涯
学
習
課
長　

田
村
耕
一（
建
設

環
境
部
建
設
課
課
長
補
佐
）▽
生
涯
学
習
課
千

倉
総
合
運
動
公
園
所
長　

岡
田
伸
之（
市
民
生

活
部
保
険
年
金
課
副
主
幹
）

■
３
月
31
日
付
退
職
者（
部
長
・
課
長
職
）

【
部
長
職
】

▽
嶋
田
守（
総
務
部
長
）▽
早
川
清
巳（
企
画
部

長
）▽
吉
井
英
明（
保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長
）▽
國
府
田
秀
樹（
商
工
観
光
部
長
）▽

植
木
峰
良（
建
設
環
境
部
長
）▽
福
原
啓
夫（
富

山
国
保
病
院
事
務
長
）▽
宇
山
章
人（
水
道
部

長
）

【
課
長
職
】

▽
小
原
靖
喜（
市
民
生
活
部
市
民
課
和
田
地
域

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
和
田

協
働
推
進
室
長
）▽
荒
井
光
夫（
市
民
生
活
部

保
険
年
金
課
長
）▽
原
知
比
古（
農
林
水
産
部

農
林
水
産
課
主
幹
）▽
安
田
和
利（
建
設
環
境

部
環
境
保
全
課
千
倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
主
幹
）▽

山
田
守（
建
設
環
境
部
環
境
保
全
課
千
倉
清
掃

セ
ン
タ
ー
主
幹
）▽
宇
山
富
一（
朝
夷
行
政
セ

ン
タ
ー
所
長
）▽
鈴
木
弘
子（
朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
主
幹
兼
副
所
長
）▽
岩
﨑
省
司（
水
道
部

水
道
課
長
）▽
栗
原
弥
生（
会
計
課
長
）▽
早
川

郁
夫（
監
査
委
員
事
務
局
長
）▽
鈴
木
智（
教
育

委
員
会
参
事
）▽
川
名
一
嘉（
教
育
委
員
会
教

育
総
務
課
長
）

 
職
員
人
事
異
動
（
部
長
・
課
長
職
）

　
　
　

４
月
１
日
付（　

）内
は
異
動
前
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　家庭から出る生ごみの減量化と資源化を推進するため、生ごみ処理容器などを購入する人に、購入
費の一部を補助します。
　生ごみは、家庭から出される可燃ごみの約4割を占めています。生ごみ処理容器などの利用によっ
て、ごみの量を減らすことができ、処理したものは、肥料として家庭菜園などで再利用することがで
きます。“捨てる暮らし”から“生かす暮らし”へ、ライフスタイルの見直しをしましょう。

対象者
・市内に住所があり、居住している人
・肥料化されたごみを自ら処理できる人
・市税などの滞納がない人

補助金額

補助金申請の流れ
1．商品の購入
  　お店で生ごみ処理容器を購入して、領収書（レシート不可）をもらいます。
　  ※ 領収書は、販売店の住所、店名（代表者名）と購入した容器などの品名・型番などの種類が記

載され、社印（代表者印）のあるものに限ります。
2．申請
　　　「交付申請書兼請求書」に必要事項を記入、押印し、領収書の写しを添付して提出してください。
　　　【提出先】環境保全課、朝夷行政センター、各地域センター
　　　【提出期限】平成27年 3月 2日（月）まで
3．審査・交付決定
  　審査を行った後、交付決定通知書を郵送し、指定の口座へ補助金を振り込みます。

生ごみ処理容器などの購入費用を補助します

【今月の環境標語】平成２５年度環境標語コンテスト　優良賞
　　　　　　　　 富浦中学校２年　白藤　直人さんの作品
＜標語の趣旨＞ 自分から動く、だれでもできる簡単なことです。みんなが動けば絶
対に地球はきれいになります。

補助対象容器

コンポスト容器 ＥＭ生ごみ処理容器 生ごみ処理機（機械式）

土の上に設置し、土中の
微生物の働きによって生ご
みを発酵・分解し、堆肥化
させます。

ＥＭ菌により、生ごみを
発酵させます。発酵によっ
てできた液肥は、薄めて使
用できます。

微生物の働きによって生ご
みを分解するバイオ式と高温
の温風で生ごみを乾燥処理す
る乾燥式などがあります。

補 助 金 額 購入額の2分の１
（1基につき3,000円まで）

購入額の2分の１
（30,000円まで）

補助対象基数
（年度内） 1世帯2基まで 1世帯１基まで
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近
年
、
ひ
か
り
回
線
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
の

契
約（
以
下
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
契
約
）、

携
帯
電
話
な
ど
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
る
相
談
を
み
る
と
、
実
際

に
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
者
で
な
い
事
業
者
が
勧
誘
す
る
こ
と

に
よ
る
説
明
不
足
や
虚
偽
説
明
な
ど
に

関
係
す
る
問
題
点
な
ど
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
で
は「
回
線
契

約
を
申
し
込
ん
だ
が
、
説
明
の
な
か
っ

た
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
も
契
約
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
た
」「
今
後
は
今
の
固
定
電
話

は
使
え
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
ひ
か
り

回
線
を
契
約
し
て
し
ま
っ
た
」な
ど
の
事

例
が
あ
り
ま
す
。

　

店
舗
販
売
で
も「
パ
ソ
コ
ン
を
買
い
に

家
電
量
販
店
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
パ
ソ

コ
ン
を
安
く
買
え
る
と
光
回
線
を
勧
誘

さ
れ
契
約
し
た
が
、
後
日
、
覚
え
の
な

い
オ
プ
シ
ョ
ン
も
契
約
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
」「
広
告
ど
お
り
の
通
信
状

態
で
は
な
か
っ
た
の
で
解
約
を
申
し
出

た
が
、
解
約
料
な
ど
を
請
求
さ
れ
た
」な

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談

　

33
―
４
３
０
０

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

　

　

商
工
課

　
　
　
　

 

33
―
１
０
９
２

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

―
４
３
４
―
０
９
９
９

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

消
費
相
談
窓
口
か
ら
⑳

ど
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
事
業
者
に
返

事
を
せ
ず
、
契
約
内
容
な
ど
を
き
ち
ん

と
確
認
し
、
必
要
が
な
け
れ
ば
、
き
っ

ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

価
格
だ
け
で
な
く
自
分
の
利
用
環
境

や
目
的
に
照
ら
し
て
必
要
性
を
十
分
に

検
討
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
は
、
消
費

生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

なんでもアリサ！⑦
サンフランシスコ日本町 San Francisco Japantown

　私の出身地サンフランシスコ市には、アメリカにあと3つ
しか残らない日本町の一つがあります。創業108年の和菓子
屋や日本の本屋があり、4月には
20万人も訪れる桜祭りが開催さ
れます。私は小さい頃日本のお菓
子やマンガを買ってもらえる場所
として日本町が大好きでした。

　いつも訪れていたからか、私は
長い間日本町があって当たり前だ
と思っていました。しかし、たく
さんの人の努力によって存在し続
けた場所でもあるのです。1945年
に強制収容所から戻ってきた人々
は戦争中がらんとしてしまった日
本町を一生懸命復興させました。
現在の桜祭りの実行委員も皆ボラ
ンティアであり、日本町にもっと
人が来てくれるように頑張ってい
ます。
　
　そんな人々と日本町のおかげで、私はアメリカと日本両方
を身近に感じながら育つことができたと思っています。

　One of the three remaining Japantowns in the U.S. 
is located in my hometown, San Francisco. It has 

businesses such as a 108-year-old 
Japanese confections shop and a 
Japanese bookstore, and events like 
the Cherry Blossom Festival in April 
which draws 200,000 attendees. I 
loved Japantown as a child because it 
was where I got Japanese candy and 
manga comics.

　For a long time I took Japantown for 
granted, perhaps because I was always 
there. In fact, Japantown continues 
to exist due to the efforts of many. 
When people returned from internment 
camps in 1945, they worked extremely 
hard to reenergize the area vacated 
during the war. Even now, all Cherry 
Blossom Festival committee members 
are volunteers who work hard so that 
more people will visit Japantown.

　I think it,s thanks to those individuals and Japantown 
that I got to grow up with both Japanese and American 
culture.

南房総市国際交流員

文・訳　アリサ・ヒロイ

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください！
　南房総みんみんネット「国際交流員：アリサ」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=127

桜祭りのグランドパレード
The Cherry Blossom Festival Grand Parade
(credit: David Yu Photography)
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２
月
26
日
に
丸
山
公
民
館
で
南
房

総
市
立
千
倉
小
学
校
お
よ
び
嶺
南
中

学
校
校
章
デ
ザ
イ
ン
の
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

千
倉
地
区
学
校
再
編
検
討
委
員
会

と
丸
山
地
区
学
校
再
編
検
討
委
員
会

お
よ
び
和
田
地
区
学
校
再
編
検
討
委

員
会
で
は
、
昨
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
、
統
合
す
る
小
学
校
お
よ
び

中
学
校
の
校
章
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、
千
倉
小
学
校
の
校
章
デ
ザ
イ
ン
に

は
２
５
０
点
、
嶺
南
中
学
校
の
校
章
デ
ザ
イ
ン
に
は
１
４
０
点
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
品
を
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
作
品
６
点
が
選
考
さ

れ
ま
し
た
。

　

千
倉
小
学
校
校
章
デ
ザ
イ
ン
最
優
秀
賞
の
長
岡
美
希
さ
ん
は
、「
４
つ
の

小
学
校
が
、
１
つ
に
な
っ
た
の
で
、
千
倉
の
イ
メ
ー
ジ
が
海
と
花
な
の

で
、
４
つ
の
波
で
１
つ
の
大
き
な
輪
と
な
り
、
そ
れ
が
花
に
も
見
え
る
よ

う
に
書
き
ま
し
た
」

　

嶺
南
中
学
校
校
章
デ
ザ
イ
ン
最
優
秀
賞
の
立
志
哲
洋
さ
ん
は
、「
丸
山
中

学
校
の
鳥
と
和
田
中
学
校
の
三
つ
葉
を
組
み
合
わ
せ
、
２
つ
の
中
学
校
の

統
合
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
鳥
で
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て

羽
ば
た
く
姿
を
表
し
ま
し
た
」と
作
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

 　

千
倉
小
学
校
校
章
デ
ザ
イ
ン

　

最
優
秀
賞　

長
岡
美
希

　

優
秀
賞　
　

 

高
野
真
衣
、
堀
江
陽
向
、
渡
辺
礼
、
山
口
栄
太
、

　
　
　
　
　
　

小
川
ゆ
か
り

　

嶺
南
中
学
校
校
章
デ
ザ
イ
ン

　

最
優
秀
賞　

立
志
哲
洋

　

優
秀
賞　
　

 

福
原
あ
か
り
、
御
子
神
愛
美
、
鈴
木
義
己
、

　
　
　
　
　
　

遠
藤
優
里
、
野
村
利
弘

　

市
内
小
・
中
学
校
で
、
長
期
休
業
中

や
放
課
後
に
学
習
講
座
を
実
施
す
る
事

業
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
に
教
科
指
導
を
行
う
業
務

の
委
託
を
希
望
す
る
塾
を
募
集
し
ま
す
。

　

教
科
指
導
の
条
件
や
日
程
な
ど
に
つ

い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
塾
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
16
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　

丸
山
分
庁
舎　

２
階　

第
１

会
議
室

対
象　

市
内
に
あ
る
塾
経
営
者

内
容　

長
期
休
業
中
お
よ
び
放
課
後
な

ど
に
小
・
中
学
校
で
実
施
す
る
学
習
講

座
の
業
務
委
託
に
関
わ
る
事
項
の
説
明

申
込
期
限　

５
月
13
日（
火
）。

　

　

子
ど
も
教
育
課

　
　
　

☎
46
―
２
９
６
６

千倉小学校校章

千
倉
小
学
校
お
よ
び
嶺
南
中
学
校

校
章
デ
ザ
イ
ン
表
彰
式

嶺南中学校校章

小
・
中
学
生
学
習
講
座

委
託
業
者
募
集
と
説
明
会
の

お
知
ら
せ
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白
浜
小
学
校
の
５
年
生
が
、
12
月
に
苗

付
け
を
し
た
ワ
カ
メ
を
刈
り
と
る
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。

 

２
月
26
日
、
小
戸
漁
港
に
集
合
し
た
小

学
生
た
ち
は
、

種
苗
の
苗

付
け
を
し
た

ロ
ー
プ
を
た

ぐ
り
寄
せ
る

と
、
自
分
た

ち
の
背
丈
ほ

ど
に
育
っ
た

ワ
カ
メ
に
大

喜
び
。
白
浜

町
海
女
連
絡

協
議
会
の

皆
さ
ん
に
よ

り
、
そ
の
場
で
調
理
さ
れ
味
噌
汁
や
ポ
ン

酢
な
ど
で
採
り
た
て
の
ワ
カ
メ
を
味
わ
い

ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
の
ぼ
の
で
、

２
月
27
日
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
司
書
サ
ポ
ー
ト
員
、
保
育
士
な

ど
を
対
象
に「
読
み
語
り
は『
愛
の
時
間
』

で
す
」と
題
し
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
研
究
会
代

表
後う
し

路ろ

好よ
し
あ
き章
さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。

　

編
集
長
や
大
学
講
師
を
務
め
た
経
験
も

あ
り
、
本
を
作
成
し
た
意
図
も
含
め
て
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
赤

ち
ゃ
ん
に
読
み
語
り
を
し
て
、
大
人
も
講

師
と
の
ひ
と
と
き
で
笑
顔
に
な
り
ま
し

た
。
お
子
さ
ん
へ
や
さ
し
く
語
り
か
け
る

「
こ
と
ば
」で
読
み
語
り
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

２
月
22
日
、
館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
安
房
生
物
愛
好
会（
諫
川
正

臣
会
長
）の
創
立
50
周
年
記
念
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
、
ナ
ル
ト
サ
ワ
ギ
ク
の
駆
除
に

対
し
て
多
大
な
貢
献
を
し
た
と
し
て
、
市

長
か
ら
同
会
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ナ
ル
ト
サ
ワ
ギ
ク
は
家
畜
へ
の
中
毒
被

害
や
、
強
い
繁
殖
力
に
よ
り
在
来
植
物
を

駆
逐
し
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
平

成
18
年
に
環
境
省
の
特
定
外
来
生
物
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
房
生
物
愛
好
会
は
、
平
成
22
年
３
月

か
ら
ナ
ル
ト
サ
ワ
ギ
ク
の
駆
除
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
は
、
こ
れ
ま

で
延
べ
１
５
０
０
人
以
上
が
参
加
し
大
き

な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

 
    コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

神み
こ
し輿
を
補
修

 
    安

房
生
物
愛
好
会
に
市
か
ら

感
謝
状

    わ
か
め
を
収
穫
し
ま
し
た

   

お
子
さ
ん
へ
「
愛
の
時
間
」
あ

り
ま
す
か
？　

　
（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の

収
益
金
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
よ
り
、
川
口
区（
千
倉
地
区
）の
神

輿
の
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
修
に
よ
り
、
地
域
の
文
化
や

愛
着
心
、
絆
き
ず
な
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
は
、
地
域
振

興
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
健
全
な
発
展

を
図
る
た
め
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

赤ちゃんに本を読む後路さん

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
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丸
山
中
学
校
は
、
昭
和
35
年
に
丸
中
学

校
と
豊
田
中
学
校
が
統
合
し
、
丸
山
町
立

丸
山
中
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
校
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
昨
年
11
月
に

文
化
庁
の「
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸

術
体
験
事
業
」の
一
環
で
来
校
し
た
札
幌
交

響
楽
団
の
生
演
奏
に
あ
わ
せ
校
歌
を
歌
い

ま
し
た
。

　

和
田
中
学
校
は
、
昭
和
40
年
に
和
田
中

学
校
・
北
三
原
中
学
校
・
南
三
原
中
学
校

が
統
合
し
、
和
田
町
立
和
田
中
学
校
と
な

り
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
２
部
構
成
で
開
催
さ
れ
、
２

部
で
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
車
い
す
バ

ス
ケ
の
日
本
代
表
と
し
て
４
大
会
出
場
し
、

北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
選
手
団
主
将

と
し
て
活
躍
し
、
現
在
、
千
葉
県
教
育
委

員
で
あ
る
京
谷
和
幸
氏
に
よ
る「
夢
・
出
会

い
・
感
謝
」と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　　

統
合
に
よ
り
嶺
南
中
学
校
と
な
る
和
田

中
学
校
と
丸
山
中
学
校
が
３
月
16
日
に
閉

校
記
念
式
典
を
開
催
し
、
同
じ
く
統
合
に

よ
り
千
倉
幼
稚
園
、
千
倉
小
学
校
と
な
る

健
田
幼
稚
園
・
小
学
校
お
よ
び
朝
夷
幼
稚

園
・
小
学
校
が
３
月
22
日
に
、
忽
戸
幼
稚

園
・
小
学
校
お
よ
び
七
浦
幼
稚
園
・
小
学

校
が
、
23
日
に
そ
れ
ぞ
れ
閉
園
・
閉
校
記

念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
徒
・
園
児
・
児
童
を
は
じ
め
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
関
係
者
の

式
辞
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
校
旗
収
納
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

健
田
小
学
校
は
、
明
治
６
年
に
瀬
戸
小

学
校
と
川
戸
小
学
校
か
ら
始
ま
り
、
幾
多

の
統
廃
合
を
繰
り
返
し
な
が
ら
昭
和
45
年

に
大
貫
分
校
と
一
緒
に
な
り
千
倉
町
立
健

田
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

健
田
幼
稚
園
・
小
学
校
で
は
、
閉
園
・

閉
校
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
３
月
５
日
に
全

園
児
と
児
童
に
よ
る「
笑
顔
と
思
い
出
あ
り

が
と
う
」の

会
を
開
催

し
、
１
年
間

の
学
び
の
成

果
を
生
か
し

た
発
表
や
健

田
小
学
校
で

過
ご
し
た
思

い
出
を
語
り

ま
し
た
。

    
閉
校
式

閉
校
式

閉
校
式

思
い
出
を
胸
に
未
来
へ

和
田
中
学
校

丸
山
中
学
校

健
田
幼
稚
園
・
健
田
小
学
校

式辞を述べる石井市長

校長から市長へ校旗が返納されました

校歌を歌う生徒たち

壁面いっぱいに「ありがとう」の文字
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朝
夷
小
学
校
は
、
明
治
７
年
に
南
朝
夷

学
校
と
北
朝
夷
学
校
か
ら
始
ま
り
、
幾
多

の
統
廃
合
を
繰
り
返
し
、
明
治
13
年
に
朝

夷
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
夷
幼
稚
園
・
小
学
校
で
は
、「
朝
夷
校

校
歌
を
歌
う
会
」や
劇
団
に
よ
る「
シ
ン
ド

バ
ッ
ト
の
大
冒
険
」の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
観

劇
、「
あ
り
が
と
う 

さ
よ
う
な
ら 

朝
夷
校
」

と
称
し
、
児
童
や
保
護
者
、
地
域
住
民
に

よ
る
発
表
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　

忽
戸
小
学
校
は
、
明
治
７
年
に
忽
戸
学

校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
大
川
学
校
と
の
統

合
、
再
分
割
を
経
て
、
明
治
15
年
か
ら
忽

戸
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

忽
戸
幼
稚
園
・
小
学
校
で
は
、
２
月
28

日
に
園
児
に
よ
る
出
し
物
、
忽
戸
小
の
思

い
出
や
今
年
の
活
動
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

で
観
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
終
了
後

に
は
、
校
舎
内
を
自
由
に
見
て
も
ら
え
る

よ
う
一
般
開
放
し
、
卒
業
生
な
ど
は
昔
を

懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

七
浦
小
学
校
は
、
前
身
で
あ
る
大
川
学

校
が
明
治
７
年
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
、

忽
戸
学
校
と
統
合
、
再
分
割
し
、
明
治
22

年
に
七
浦
尋
常
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
浦
幼
稚
園
・
小
学
校
で
は
、
２
月
28

日
に
校
歌
を
モ
チ
ー
フ
に
、
小
学
校
を
取

り
巻
く
自
然
や
長
い
歴
史
、
人
々
と
の
つ

な
が
り
に
感
謝
し
、
希
望
に
満
ち
た
未
来

を
思
い
描
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
七
浦
の
希

望　

新
た
な
旅
立
ち
」を
創
造
し
ま
し
た
。

　

石
井
市
長
は
、「
新
た
に
出
発
す
る
学
校

で
は
、
今
の
学
校
で
育
ま
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
ほ
か
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
、

慣
れ
親
し
み
、
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
を
つ

く
り
、
地
域
を
支
え
て
い
く
、
た
く
ま
し

く
思
い
や
り
の
あ
る
人
と
し
て
成
長
し
て

い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
郷
土
を
愛
し
、
誇

り
と
希
望
を
胸
に
抱
い
て
い
く
こ
と
を
切

望
し
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
在
校
生
、
卒
業
生
、

保
護
者
、
教
職
員
や
地
元
の
人
た
ち
と
ひ

と
つ
と
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
式
典
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
式
典
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
御

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
実
行
委
員
会
の

皆
さ
ま
、
新
た
な
学
校
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
た
め
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
再
編
検

討
委
員
、
専
門
部
会
員
、
地
域
の
皆
さ
ん
、

ま
た
校
名
や
校
章
の
ア
イ
デ
ア
を
応
募
く

だ
さ
い
ま
し
た
方
々
な
ど
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
統
合
す
る
千
倉
幼
稚
園
、

千
倉
小
学
校
、
嶺
南
中
学
校
に
変
わ
ら
な

い
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

朝
夷
幼
稚
園
・
朝
夷
小
学
校

忽
戸
幼
稚
園
・
忽
戸
小
学
校

七
浦
幼
稚
園
・
七
浦
小
学
校

先輩たちと歌う最後の校歌

収納前に校旗披露

終わりは、次へのスタート



20 2014年 4月号

と
も
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

　
　

☎
０
４
３
―
２
４
１
―
７
５
３
１

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談

委
員
法
に
基
づ
い
て
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で

す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
、
全
国
に
約
５
千
人

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
省
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
か

ら
国
の
仕
事
な
ど
に
関
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
聞
い
て
、
公
平

な
立
場
か
ら
相
談
し
た
人
に
助
言

し
た
り
、
関
係
す
る
行
政
機
関
な

ど
に
通
知
す
る
な
ど
の
活
動
を
無

報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

７
人
の
行
政
相
談
委
員
が
、
毎

月
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
日
時
や
場
所
は
、
広
報
み
な

テ
ー
マ　

３
年
間
に
わ
た
り
実
施

し
た
簡
易
水
質
調
査
の
発
表
を
行

い
、
講
師
の
講
評
を
交
え
て
、
今

後
の
河
川
の
水
質
保
全
や
改
良
な

ど
を
考
え
る
。

講
師　

小
倉
久
子
さ
ん（
元
千
葉

県
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
水
質
環
境

研
究
室
長
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

不
要

　

南
房
総
エ
コ
ネ
ッ
ト
事
務
局

　
　

☎
33
―
１
１
７
１

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
東
日
本
大
震
災

義
援
金
で
す
が
、
平
成
26
年
２
月

末
現
在
、
３
０
３
６
万
３
０
３
８

円
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
千
葉
県
支
部
に
送
金
し
、
被
災

15
都
道
府
県
の
被
災
さ
れ
ま
し
た

皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
に
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

有料広告

　

労
働
力
調
査
は
、
総
務
省
が
毎

月
公
表
し
て
い
る「
完
全
失
業
率
」

の
も
と
に
な
る
調
査
で
、
国
の
経

済
政
策
や
雇
用
対
策
な
ど
の
基
礎

資
料
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
県

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
員
は
県
知
事
発
行
の
調
査

員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象　

富
山
地
区（
高
崎
）の

一
部
の
世
帯

調
査
期
間　

５
月
か
ら
９
月
ま
で

　

 

県
総
合
企
画
部
統
計
課　

　
　

☎
０
４
３
―
２
２
３
―
２
２
２
０

と
き　

４
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ　

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

 

労
働
力
調
査
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

 

市
内
主
要
９
河
川
水
質
調
査

　
　
公
開
発
表
会

 

行
政
相
談
制
度

　
　
〜
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
行
政
相
談
委
員
が
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
〜

 

東
日
本
大
震
災
義
援
金

の
報
告

お
し
ら
せ

4月の4月の
3月26日（水）に実施されました
● 平成26年度　市の組織機構
● 人事異動の内示について
● 南房総市は千葉県初の森林セラピー基地に登録されました

　3月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索南房総市／定例記者会見
クリック

み
ぼ
う
そ
う「
お
知
ら
せ
版
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

 

総
務
省
千
葉
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課

　
　

☎
０
４
３
―
２
４
６
―
９
８
２
１

　
　

秘
書
広
報
課

　
　

☎
33
―
１
０
０
２

そ
う
だ
ん



212014年 4月号　

期
限　

平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）

受
付
方
法　

郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
市
役
所
本
庁
・
分
庁
舎
・

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
地

域
セ
ン
タ
ー
窓
口

口
座
番
号　

０
０
１
４
０
―
８
―

５
０
７

加
入
者
名　

日
本
赤
十
字
社　

東

日
本
大
震
災
義
援
金　

送
金
対
象　

 

岩
手
県
、
宮
城
県
、

福
島
県
、
茨
城
県

　

 

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

☎ 

０
４
３
―
２
４
１
―
７
５
３
１

・
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う

掲
載
枠　

縦
45
ミ
リ
×
横
86
ミ
リ

掲
載
料　

裏
表
紙
１
万
２
９
０
円

（
カ
ラ
ー
）、
中
ペ
ー
ジ
８
２
３
０

円（
２
色
）

※ 

連
続
掲
載
で
最
大
20
％
の
割
り

引
き
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
む
か
し
、
安
房
の
海
を
長
く
漂
っ
て
い
た
薬
師
如
来
像
の
厨ず

し子

が
、「
ぞ
う
が
浦
」、
今
の
忽
戸
の
境
港
の
脇
に
打
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

奇き
ず
い瑞

と
で
も
い
う
の
か
、
厨
子
は
川
伝
い
に
上
り
上
っ
て
、
永
福

寺
の
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
す
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
厨
子
の
戸
が
パ
ッ

と
開
き
、
お
姿
を
現
し
た
薬
師
如
来
像
が
、
大
き
な
松
の
根
元
で
、

燦さ
ん
ぜ
ん然

と
光
り
輝
き
、
村
を
照
ら
し
た
の
で
す
。

　

村
人
た
ち
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
大
喜
び
し
て
、
お
堂
を
建

て
、
そ
の
尊
像
を
祀ま

つ

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
今
の
薬
師
堂
で
す
が
、
御
利
益
あ
ら
た
か
で
、
参
拝
人
も

多
く
、
特
に
目
の
神
様
と
し
て
崇あ

が

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
忽
戸

と
い
う
地
名
も
、
こ
の
伝
説
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

海
か
ら
上
っ
た
薬
師
如
来
像
が
、
忽

た
ち
ま

ち
戸
を
開
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
と
い
う
の
で
、
名
付
け
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　

つ
い
で
に
、
薬
師
如
来
と
は

ど
ん
な
仏
像
か
と
言
い
ま
す

と
、
正
式
に
は
、
薬
師
瑠る

り
こ
う

璃
光

如
来
と
呼
び
、
左
手
に
薬や

っ

壺こ

を

持
ち
、
衆

し
ゅ
じ
ょ
う生（

す
べ
て
の
生
き

物
）の
病
を
救
い
、
無む

み
ょ
う明（

闇や
み

の

よ
う
な
迷
い
世
界
）の
痼こ

し
つ疾（

何

年
も
長
い
間
治
ら
な
い
病
）を

癒い
や

す
あ
り
が
た
い
仏
様
で
す
。

第 96話
生稲謹爾

「忽
こっと

戸の
薬師堂」

 

東
日
本
大
震
災
義
援
金

　
　
〜
受
付
期
限
再
延
長
〜

 

市
の
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
広
告
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

ぼ
し
ゅ
う

総人口（－151）
41,405人
男（－74）
19,844人
女（－77）
21,561人
世帯数（－10）
17,314世帯

出生 11人

死亡 68人

転入 165人

転出 259人

人口の動き
（　）内は前月比※外国人住民を含みます。

（平成26年4月1日現在）

申
し
込
み　

随
時
受
付

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー

掲
載
枠　

▽
縦
60
ピ
ク
セ
ル
×
横

１
３
０
ピ
ク
セ
ル
▽
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た

は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
▽
４
キ
ロ
バ
イ
ト
以

下掲
載
料　

１
か
月
１
万
２
９
０
円

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
下
段
）

申
し
込
み　

随
時
受
付

※ 

申
込
書
や
掲
載
要
綱
な
ど
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

 

秘
書
広
報
課

　
　

☎
33
―
１
０
０
２



22 2014年 4月号

　

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
び
わ
ダ
イ
ニ
ン
グ
」と「
び
わ
っ
こ

ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
」は
、
南
房
総
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
富
浦
支
部
の
一
団
体
と
し
て
、
平
成
22
年
９
月
に
発

足
し
、
現
在
会
員
は
２
グ
ル
ー
プ
合
わ
せ
て
17
人
で
す
。

　

活
動
は
、
毎
月
第
３
金
曜
日
、
富
浦
地
区
の
70
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
人
を
対
象
に
、
手
作
り
弁
当
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　

季
節
感
の
あ
る
地
元
の
食
材
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
、
彩
り
、
食
べ
や
す
さ
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、

献
立
を
決
め
て
い
ま
す
。
調
理
は
、
び
わ
ダ
イ
ニ
ン
グ
と

び
わ
っ
こ
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
が
交
代
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
弁
当
を
配
る
の
は
、
14
人
の
民
生
委
員
が
担
当
し
、

月
１
回
の
活
動
で
す
が
、
お
年
寄
り
の
様
子
や
健
康
状
態

な
ど
を
確
認
し
、
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
お
年
寄
り
の

楽
し
み
の
一
つ
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

発
足
し
て
３
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
お
年
寄
り
の
た
め
に
、

少
し
で
も
長
く
配
食
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
達
と
一
緒
に
活
動
し
て

く
れ
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

富
浦
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
33
―
４
５
６
５

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
４
月
号

平
成
26
年
４
月
10
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

秘
書
広
報
課　

　

０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
１

市
民
活
動
団
体
の
紹
介 

〜
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜

　
　
び
わ
ダ
イ
ニ
ン
グ

　
　
び
わ
っ
こ
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
協
働
課　

 

33
―
１
０
０
５

　
　

 

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

  http://civil.m
boso-etoko.jp/

心を込めて作っています


